
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

市
の
人
口
推
移
と
将
来
の
推
計

　

現
在
の
市
の
年
齢
別
の
人
口
構
成
を
年
齢
別

男
女
別
に
表
し
た
グ
ラ
フ
、
い
わ
ゆ
る
人
口
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
で
見
て
み
ま
す
。（
グ
ラ
フ
１
）
グ
ラ

フ
の
中
心
か
ら
棒
グ
ラ
フ
が
伸
び
て
い
る
ほ
ど

人
口
が
多
い
こ
と
を
示
し
ま
す
。

　

市
の
人
口
構
成
は
、
国
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

と
相
似
し
、
第
１
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
（
概
ね
65

歳
前
後
）
と
第
２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
（
概
ね
45

歳
前
後
）
の
２
つ
の
ピ
ー
ク
が
あ
る
形
状
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
20
歳
代
前
半
で
大
幅
に
人

口
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
高
校
卒
業
後
に
進

学
・
就
職
等
で
市
外
に
人
口
が
流
出
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

次
に
、
過
去
の
人
口
推
移
と
将
来
の
推
計
を

見
て
み
ま
す
。（
グ
ラ
フ
２
）、
２
０
１
３
（
平

成
25
）
年
度
に
公
表
さ
れ
た
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
（
以
下
、
社
人
研
）
の
推
計

値
を
用
い
た
本
市
の
将
来
人
口
の
推
計
に
よ

地
方
創
生　

こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
魅
力
あ
る
ま
ち
へ

人
口
ビ
ジ
ョ
ン

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
策
定

市
で
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
掛
け
、
地
域
の
活
力
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
安
曇
野

市
版
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
（
以
下
、
総
合
戦
略
）
を
本
年
10
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問 

政
策
経
営
課　
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■安曇野市人口ビジョン　まち・ひと・しごと創生総合戦略

る
と
、
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
度
の
人
口

９
万
６
４
７
９
人
が
、
30
年
後
の
２
０
４
０
（
平

成
52
）
年
度
に
は
７
万
８
２
０
５
人
ま
で
減
少

す
る
と
見
込
ま
れ
、
30
年
間
で
約
２
割
の
人
口

減
少
が
推
計
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
年
齢
３
区
分
別
で
み
る
と
、
２
０
１
０

（
平
成
22
）
年
度
か
ら
30
年
間
で
生
産
年
齢
人

口
（
15
歳
〜
64
歳
）
が
５
万
７
９
７
６
人
か

ら
４
万
１
７
３
人
と
約
１
万
８
０
０
０
人
減

少
し
、
ま
た
、
年
少
人
口
（
０
〜
14
歳
）
は

１
万
３
４
３
０
人
か
ら
８
０
３
０
人
と
、

５
４
０
０
人
減
少
す
る
一
方
で
、
老
年
人
口

（
65
歳
以
上
）
は
約
５
千
人
増
加
す
る
と
推
計
さ

れ
ま
す
。

　

２
つ
の
グ
ラ
フ
か
ら
市
内
で
は
、
産
ま
れ
る

子
ど
も
の
数
が
減
少
し
、
さ
ら
に
20
代
か
ら
30

代
の
子
育
て
世
代
の
人
口
流
出
が
大
き
い
こ
と
、

市
も
人
口
減
少
段
階
に
入
っ
た
こ
と
が
読
み
取

れ
、
そ
の
中
で
年
少
人
口
と
生
産
年
齢
人
口
は

減
少
し
、
老
年
人
口
は
増
加
す
る
傾
向
が
分
か

り
ま
す
。

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
数
値

２
０
４
０
（
平
成
52
）
年
度
の
市
の
人
口
を

８
万
３
千
人
に
設
定

　
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、
前
述
の
市
の
人
口
の

現
状
を
分
析
し
、
今
後
、
市
が
目
指
す
人
口
の

将
来
展
望
を
示
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
社

人
研
の
推
計
を
基
に
、
出
生
率
の
向
上
や
移
住

者
の
増
加
目
標
を
定
め
た
も
の
で
す
。

■安曇野市の年齢別人口（グラフ１）
　

社
人
研
の
推
計
か
ら
、
対
策
を
講
じ
な
か
っ

た
場
合
、
２
０
４
０
（
平
成
52
）
年
度
の
市
の
人

口
は
、
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
度
と
比
べ
て
約

１
万
８
千
人
、減
少
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
表
１
の
条
件
で

合
計
特
殊
出
生
率
（
※
）
が
向
上
し
、
市
か
ら

の
転
出
を
抑
制
で
き
れ
ば
、
一
定
の
水
準
で
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
掛
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

し
て
、
２
０
４
０
（
平
成
52
）
年
度
の
目
標
人

口
を
、
社
人
研
推
計
よ
り
約
４
６
０
０
人
多
い
、

８
万
２
７
９
８
人
と
推
計
し
定
め
ま
し
た
。

■人口と合計特殊出生率の目標値（表１）
年　度 人　口 合計特殊出生率

2025 年度
（平成 37年度） 91,000人 1.60人

2030 年度
（平成 42年度） 88,000人 1.80人

2040 年度
（平成 52年度） 83,000人 2.07人

①現在の合計特殊出生率 1,44 人を 2040（平成 52）年度
までに 2,07 人にする
②本市へ 2020 年以降、毎年子育て中の世帯 15世帯が移
住する 1,000

（人）
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出典：安曇野市市民課（住民基本台帳）

※「合計特殊出生率」
　一人の女性が一生のうちに出
産する子どもの平均数

16,210 14,622 13,720 13,842 13,832 13,430 12,369 11,087 9,936 8,951 8,372 8,030

52,128 55,024 57,878 59,492 60,213 57,976
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■安曇野市の総人口 ･年齢区分別人口の推計（グラフ２）

出典：総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」に準拠した国提供のワークシート
に示された推計値を使用。
注：総人口には、年齢不詳も含むため、年齢 3区分別人口の合計と一致しない。  2010 年度までの実績値。以降、推計値

■安曇野市の年齢別人口（グラフ３）
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【目標】
社人研の推計と比較して
約 4,600 人増
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